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学術機関リポジトリ

（ Institutional Repository）
とは（定義）

学術成果コレクション
＝知的生産物のショーケース

蓄積し，
保存し，
情報発信する（原則として無料）



学術機関リポジトリとは（意義）

• 研究機関としての知名度の向上

• 社会に対する説明責任

• 産学連携の促進

大学にとって



学術機関リポジトリとは（意義）

• 研究成果の管理,発信,保存のコスト節約
• 研究成果の視認性（visibility）向上
• 産学連携の可能性増
• 書類作成の簡便化

→各種申請に必要な業績一覧等を
随時出力することができる。

学内研究者にとって



学術機関リポジトリとは（意義）

• 学術情報（研究成果）への
簡便なアクセス

• 研究動向を迅速に把握
特に、連携を望む企業等にとって

学外利用者にとって



機関リポジトリの必要理由

○中期計画の目標を達成
＝研究成果の公表、普及、還元等

○「学術情報基盤の今後の在り方について（報
告）」（平成１８年３月）

我が国の情報発信の在り方についての
重要な取り組みのひとつ

→実行できない大学の評価は低い



機関リポジトリの必要理由

○今年度末には国立大学の半数以上が機関リ
ポジトリを構築する

○教員評価データベース等との連携
→教員の研究成果報告作業の一元化
＝教員の事務作業量の軽減



機関リポジトリ公開大学
(2007．7．5現在※試験運用含）

• 国立大学…東京大学、京都大学など39

（56…12/13現在）機関。

（中国地方5大学で未公開なのは本学のみ）

• 公私立大学…慶應義塾大学、早稲田大学、な
ど9(12…12/13現在)機関

• 予想
H18-19で70大学（NII構築事業で採択）



学術情報リポジトリ公開大学の
実例ホームページ

•千葉大学（国内リポジトリの草分け）

•島根大学（近隣の先行例1）

•岡山大学（近隣の先行例2）

http://mitizane.ll.chiba-u.jp/curator/
http://www.lib.shimane-u.ac.jp/0/collection/repo/
http://www.lib.okayama-u.ac.jp/eprints/index.html


著作権処理



著作権処理



本学の事業概要について

• 学術雑誌論文及び紀要論文の収集・登録

• リポジトリシステムの機能化
研究業績データベースや既存データベースとの連携

• コレクションデータのリポジトリシステムによる公開

• 学内における学術雑誌リポジトリシステム推進体制
の整備と広報・普及活動

事業の目的



運用準備状況について①

• 平成18年9月から10月
学術機関リポジトリの必要性を提案し、了承。

（情報委員会、全学メディア基盤専門委員会、
図書館委員会）

• リポジトリWGが発足
（情報委員会、平成18年度2回開催）

• 機関リポジトリの先行大学に設置状況調査を
実施（平成18年度）



運用準備状況について②

• 平成19年2月

総合メディア基盤センター設置のサーバに
Dspaceのインストール。

• 平成19年3月
設置要綱（案）が了承。（第2回WG）

• 現在、試行版作成中



鳥取大学機関リポジトリ（試行版）

http://10.15.5.215:8080/dspace/


平成19年度計画について

• リポジトリの構築とカスタマイズ

• 「大学評価情報データベース」（仮称）の
機能改良と連携システムの構築

• コンテンツ作成環境の整備

• リポジトリシステム推進体制の整備及び
広報活動の展開

• 出版社・学会投稿論文の版権情報の集積化
と情報提供を行う。



平成２０年度以降の計画について

• 導入システムの検証や機能改良

• 学術論文等コンテンツの継続的な収集

• メタデータのリポジトリシステム登録

• コレクションデータ及びコンテンツの調査。

• 学術情報リポジトリシステムと大学評価情報
データベース等との連携

• 鳥取県内各研究機関との連携



鳥取大学学術情報リポジトリシステム概要図

鳥取大学
学術情報リポジトリ

コンテンツ登録

図書館

メタデータ
データベース

学内研究者等

学術論文
プレプリント

学位論文

ソフトウェア
データベース

実験・統計データ

電子教材

・リポジトリ管理
・メタデータ管理
・長期保存
・既存資料（紙媒体）

の電子化

国立情報学研究所

鳥取大学

情報発信

研究者
データベース

データ登録

学内合意形成

○研究・国際協力部 （研究支援委員会）

研究支援・研究助成

○総合メディア基盤センター （情報委員会）
システム構築・システムメンテナンス

○附属図書館 （電子図書館専門委員会）
コンテンツ収集・メタデータ・既存資料（紙媒体）の電子化

ＣＳＩ （最先端学術情報基盤）

http://mitizane.ll.chiba-u.jp/
http://ju.nii.ac.jp/
http://kendb.ccr.chiba-u.ac.jp/


研究支援

研究助成

研究・国際協力部

コンテンツ収集

既存資料（紙媒体）の電子
化

メタデータ構築

システム構築

システムメンテナンス

附属図書館 総合メディア基盤センター

構築支援組織

研究者総覧
データベース

研究評価情
報

データベース

ＧｅＮｉｉ
遺跡リポジトリ
（中国地区共同事
業（計画中））

鳥取大学
学術情報
リポジトリ

推進母体

情報委員会（リポジトリ検討ＷＧ）

各学部，各センター，研究，国際協力
部，学術情報部等で構成

連携・共同研究コンテンツの作成及び入力

各教職員
または，教員から委托された
附属図書館等の職員

海外研究機関
ＣＯＥ
企業，病院，自治体

コンテンツ発掘
将来的には相互連携

相互連携

実施体制



システム概要
総合メディア基盤センター

試験用リポジトリサーバ
ハードウェア：Dell Power Edge 800
ＯＳ：CentOS(Linux)

DSpace

研究者総覧
データベース

研究評価情報
データベース

学内システム
郷土資料データベース
Yonago Acta medica

乾燥地研究センター関
連

鳥インフルエンザ関連
菌類きのこ遺伝資源研

究センター関連

遺跡リポジトリ* GeNii

SINET

学内LAN

＊島根大学が構築を計画している中国地区の遺跡情報のリポジトリであり，中国四国地区図書館協
議会事業委員会で連携を検討中

現状はオフライン



NALIS-Rは、システムの安定性を重視して、OS に RedHat Enterprise 
Linux, DBに Oracleを使用したシステム構成

リポジトリサーバ

インターネット

NII・他機関

学外端末

学内端末 ・・・

OS: RedHat Enterprise Linux ES

JAVA VM DBMS : Oracle

NALIS-R 

Apache Tomcat 

A
pache

m
od_jk

NTT NALIS-R システム構成 導入計画(案）

総合メディア基盤センター
既存機器で運用



コンテンツ登録候補

• 学術雑誌掲載論文

• プレプリント

• 科学研究費補助金成果報告書

• テクニカルペーパー

• 学会発表スライド

• 学位論文

• 紀要

• 郷土資料（学芸、師範学校、農専旧蔵ほか）

など



コンテンツ登録候補
郷土資料データベース

学位論文

鳥取大学発行雑誌 Yonago Acta medica(全文)

研究紀要（全文：CiNii）

広葉樹研究

地域学論集：鳥取大学地域学部紀要

鳥取大学教育学部教育実践研究指導センター研究年報

鳥取大学教育学部研究報告。教育科学

鳥取大学教育学部研究報告。自然科学

鳥取大学教育学部研究報告。人文社会科学

鳥取大学教養部紀要

鳥取大学工学部研究報告

鳥取大学大学教育総合研究センター紀要

鳥取大学農学部演習林研究報告

鳥取大学農学部紀要

鳥取大学農学部梨開発実験報告

21世紀COE関連 乾燥地科学プログラム（乾燥地研究センター）

染色体工学技術開発の拠点形成（医学部）

グローバルCOE関連 （乾燥地研究センター）

鳥インフルエンザ関連 （鳥由来人獣共通感染症疫学研究センター）



構築・公開のための必要経費

運営費の明細（金額単位：千円）

システム開発経費（ソフト関係） 1,500

合 計 1,500

※来年度4月からの運用をめざし、今年度
情報関連経費で要求。


